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札幌付近における浅層地質類型図と液状化跡の存否

磯部一洋＊　羽坂俊一＊　下川浩一＊＊　七山　太＊＊

Ichiyo　IsoBE，Toshikazu　HAsAKA，Koichi　SHIMoKAwA　and　Futoshi　NANAYAMA　（1999）　Compilation

map　of　subsurface　geologic　types　and　its　relation　to　liquefaction　in　Sapporo　and　its　surroun（1ing

areas，Hokkaido．B％ZZ．G60Z．S％鰍∫砂α肱vo1．50（2），p．83－90，4figs．，3tables，l　map．

Absltra¢t：　In　SapPoro　an（i　its　surrounding　areas，1iquefaction　traces　due　to　paleoearthquakes

have　been　observed　at　twenty－seven　sites　of　archaeological　excavation　and　outcrop　on　the

Ishikari　Plain　by　the　end　of　l998．The　sites　of　confirmed　liquefaction　traces　are　closely　relate（i

to　subsurface　geology　composed　of　alluvial（ieposits　down　to　about5m　depth．．The　authors　tried．

to　classify　the　subsurface　geology　into　nine　types　for　correlation　with　of　seismic　hazar（i，using

the　surface　geologic　map　of　Sapporo　and　its　surroundings　on　the　scale　of　l：30，000by　Murase6渉

α乙（1991）．Individual　area　of　nine　types　is　drawn　on　a　scale　of　l：50，000．Many　liquefaction

traces　are　locate（i　with　few　exceptions　at　muddy　sites　of　Types　A　to　C．Liquefaction　traces　are

rare　at　sandy　an（l　gravelly　sites　of　Types　D　to　F，although　there　are　two　possibilities：that　no

li（1uefaction　has　actually　occurred，or　that　liquefaction　traces　do　not　remain　or　are　difficult　to

detect．No　liquefaction　is　reported　at　peaty　sites　of　Types　G　to　I　in　the　stu（1y　area．

要　　旨

　札幌付近では，1990年以降遺跡発掘調査などに伴って

液状化跡である砂脈と噴砂丘の確認件数が急増し，現在

までに27地点に達する．筆者らは村瀬ほか（1991）の縮

尺3万分の1地盤地質図を使用し，液状化跡と浅層地質

の関係を明らかにするために浅層地質類型図を作成し

た．本図では，深度5mまでの浅層地質が9種類のタイ

プに区分され，液状化跡の存否の確認地点が記入されて

いる．その特徴は以下のように要約される．泥がち堆積

物に富むタイプA－Cの地域では液状化跡の確認地点が

多く，液状化が認められなかった地点が少ない．逆に，

砂や礫がち堆積物に富むタイプD－Fの地域では液状化

跡が認められなかった地点が多く，液状化跡の確認地点

が少ない．ただし，これらの事実は液状化現象が発生し

ない場合と，発生してもその痕跡の検出が困難な場合が

あることを考慮する必要がある．一方，泥炭に富むタイ

プG－1の地域では，液状化跡の存否に関する資料が無

い状態である．

1．はじめに

　北海道の札幌市とその北方に広がる石狩平野において

は，土木工事に関連した遺跡の発掘調査などによって，

地盤液状化跡として砂脈と噴砂丘の存在が1998年末まで

に27地点で確認され，今後その数が増加するものと思わ

れる．

　札幌付近の遺跡発掘に伴う掘削断面や自然露頭で確認

された液状化跡の大部分は，後背湿地における泥がち堆

積物の発達する地域に一致するとされる（羽坂ほか，

1997〉．一方，石狩平野南西部における砂がちの自然堤

防上の掘削断面，砂丘上や礫がちの扇状地上の遺跡発掘

現場及び研究対象地域北隣りの泥炭地における掘削断面

の観察では，液状化跡がいずれも確認されていないのが

現状である．したがって，液状化跡の分布及び液状化現

象の発生は，地表付近の地質構成と密接に関係するもの

と考えられる．

　羽坂ほか（1997）は，液状化の発生範囲を概略的に予

測する地質資料を抽出するために，液状化跡の確認21地

点における表層地質（以下では浅層地質とする）をニッ

川ほか（1994）・村瀬ほか（1991）について検討した．

その結果，確認地点の多くは，ニツ川ほか（1994）の

2m深の表層地盤区分における泥の分布地域にほぼ一致

することが判明した．さらに，羽坂らは深度5mまでの

浅層地質を，村瀬ほか（1991）の縮尺3万分の1地盤地

質図付図の地盤図による泥がち・砂がち及び礫がち堆積

物の組み合わせから5種類のタイプに大別し，模式図に

表わした．そして，深度5mまでの上半部が泥がち堆積

物で特徴づけられる地点で，液状化跡が多く確認されて

いることを明らかにした．しかし，堆積物の組み合わせ

において泥炭，崩積土，火山噴出物は検討の対象から除
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外され，地盤図の重ね合わせ作業もなされていなかっ

た．そこで，筆者らは1m・2m・3m・5m深の4種
類の地盤図を実際に重ね合わせ，浅層地質を9種類のタ

イプに細区分した上で，浅層地質類型図を作成した．以

下では本類型図の作成過程と図の特徴について述べるこ

とにする．ただし，液状化跡の存否に基づく再液状化の

予測については今後の検討課題である．

2．地形・浅層地質の特徴

　村瀬ほか（1991）の図示範囲には，これまでに確認さ

れた液状化跡27地点（第1表）が全て含まれることか

ら，浅層地質類型図のそれも村瀬ほか（1991）の地盤図

と同じにした（第1図）．したがって，図示範囲は石狩

平野の一部に相当し，その南部には更新世末期一完新世

に形成された新旧の扇状地（扇端部）が発達する（第2

図）．また，更新世末期に主に生産された崩積土からな

る崖錐及び緩斜面，更新世後期における降下軽石堆積

物・軽石流堆積物などの支笏火山噴出物からなる台地が

それぞれ分布する．

　第3図は扇状地から後背湿地に及ぶ南北方向の縦断形

とその地質構成を示したものである．沖積層の上部泥層

が，石狩平野の中央部へ向かってより厚くなる様子が示

されている．低地の地表から深度5mまでの浅層部は，

大丸（1989）による上部泥層の最上部である．

　浅層地質類型図（付図参照）の図示範囲の中央部分

は，後背湿地や自然堤防からなる．そして，低地表層部

は，紅葉山砂州及び砂丘によって石狩湾と隔離された潟

湖を埋積したN値3以下の軟弱な地層である三角州性

堆積物及び氾濫原堆積物（泥炭を含む）によって構成さ

れる．一方，その西北部には，完新世の砂丘・砂堆が広

く分布する．

第1表札幌付近の液状化跡確認地点一覧．羽坂ほか（1997）の修正加筆．
Table　l　List　of　sites　of　confirme（i　liquefaction　trace　in　Sapporo　and　its　surroun（iing　areas．

Modified　from　Hasaka8渉α1．（1997），

N◎ Site L仕erature　and　surveyor Paleoea詫hquake　related　to　liquefaction　trace Uquefaction　and　its　scale Type

1 4chQ－me　K135Ruins BECS1987，Watanabe　et　al．1993 sand　dykes C

2 Hokkaido　university　campus Fus句ima　and　Hirakawa（1996） Ishikari－ea段hquake　paleoearthquake　estimated

durin　900－257，B．P．and　more　than2000．B．P．

sand　dykes　and　sand　boilings B

3 North11jo（K39Ruins） BECS（1995b），Watanabe　et　al．（1993） a　small　number　of　sand　dykes C

4 Ohki（K39Ruins） BECS（1997a） many　sand　dykes G

5 Hasekoh（K39Ruins） BECS（1997b〉 many　sand　dykes C

6 Kanzai（K39Ruins） Authors Ishika6－earthquake many　straight　sand　dykes　with　pebbie C

7 Kotoni（N426Rulns） BECS（1992），Watanabe　et　al．（1993）and

Kasahara（1996）

Ishika擁一earthquake many　sand　dykes A

8 the　vicinity　of　K◎toni　Station

（N30Rロins）

BECS（1998） a　sma袖number　of　dykes C

9 researoh　insti加tes　of　Hokkaid◎

Govemment（K39Ruins）
BECS，Oka　and　Ohtsu（1997b） Paleoea就hquake　estimated　dudng9（Kト257y．B．P．

（B－Tm　volcanic　ash　ene曾ated　b　sand　d　kes）

sand　dykes　and　sand　boilings C

10 North18jo　Road（K39Ruins） Authors a　sma”number　of　sand　dykes A

11 Takaη・（K36Ruins） BECS（1997c） many　sand　dykes A

12 North　of　Hokkaido　Univers醇

（K435Ruins）

Authors many　sand　dykes A

13 Northwest　of　the　Hokkaido

Sa　oro　School　for　the　Deaf

BECS（1993），Watanabe　et　al．（1993） many　st了aight　sand　dykes A

14 No曲31jo（K460Ruins） BECS（1980） many　sand　dykes A

15 North34jo（K441Ruins） BECS（1989），Watanabe　et　al．（1993） many　sand　dykes A

16 Norヒh34jo（K113Ruins） BECS（1995c） many　sand　dykes B

17 （K113Ruins） BECS（1996c） many　sahd　dykes A

18 Okadama　Airport（H37Ruins） BECS（1996a） many　sand　dykes A

19 Okadama（H317Ruins） BECS（1995a） many　sand　dykes A

20 Kami－shinoro（K500Ruins） BECS，Auth◎rs a　sma”number　of　dykes B

21 Iefヒside　of　Fushiko　River

（south　Rh　u－un　Tem　Ie）

BECS，Hasaka　et　al．（1997） lshika㎡一earthquake（Ta－avolcanicash

enetrated　b　a　sand　d　e）

many　straight　sand　dykes B

22 一ght　side　of　Fushik◎River

（east　Rh　u－un　Tem　le）

BECS，Oka　and　Ohtsu（1997a）and
Hasaka　et　al（1997）

Ishikari－earthquake，paleoearthquake　estimated

du㎡n　800－257。B．P．

a　large　number　of　sand　dykes　and　sand　boiiings B

23 肖ght　bank　of　crescenUake

and　the　fomler　Ishikari　River

Oka（1997） lshikah－earthquake a　sma”number　of　sand　dykes B

24 left　bank　of　crescent　lake

and　the　fomer　lshikari　River

Oka（1997） 1shika申earthquake a　sma潤number　of　sand　dykes B

25 Kami－bannaguro　Ruins　No．1 BET1（1992），Oka　and　Ohtsu（｛997a） afew　of　sand　dykes D

26 Mom遜iyama　Ruins　No．49 BETI，Oka　and　Ohtsu（1997a） a　few　of　sand　dykes B

27 the　vicinity　of　SapPoro　Hokuryo

High　Schooi（K496Ruins）
BECS，Oka　and　Ohtsu（1997a） a　sand　dyke B

BECS　and　BETI　stand　for廿1e　Board　of　Education，City　of　Sapporo　and　the　Board　of　Education，Town　of　Ishikari　respectively．
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札幌付近における浅層地質類型図と液状化跡の存否（磯部ほか）
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第1図　札幌市と周辺地域の地形と研究対象地域．

1．山地・丘陵地　2．豊平川扇状地　3。沖積平野
4．研究対象地域

Fig．l　Topography　an（i　stu（iy　area　in　Sapporo　an〔l　its　sur－

roun（iing　areas．

1．mountains　an（l　hilly　lands　　2．Toyohira　River　fan

3．alluvial　plain　4．study　area

タイプC：一l　mまたは一2mが泥で，不透水層をなし

　　　　ている．一1mが泥で一2mが砂・礫のとき

　　　　は一3mが泥，一5mは礫が卓越．

タイプD：一1mのみ泥で，一2m以深は泥以外のもの．

タイプE：全体に砂の比率が高く（2深度以上が砂），

　　　　一1m・一2mに泥がない．
タイプF：全体に礫の比率が高く（2深度以上が礫），

　　　　一lm・一2mに泥がない．

タイプG：一1mまたは一2mは泥炭で，一5mが泥か
　　　　泥炭．

タイプH：一1mまたは一2mは泥炭で，一3mは泥か

　　　　泥炭．一5mが砂か礫．

タイプ1：一2mまで泥炭で，一3m以深は砂か礫．

3．浅層地質類型図の作成

　3．1浅層堆積物の組み合わせと浅層地質タイプ

　村瀬ほか（1991）の地盤図は，A1版のトレーシング

ペーパーに1m・2m・3m・5m・10m・20m深の6枚
からなり，6種類の堆積物と6階級の支持力の分布状態

が示されている．したがって，詳細な浅層地質情報は，

1－5m深の地盤図4枚を重ね合わせて求めることが可

能である．

　第2表は，浅層堆積物の組み合わせ総数362例を，以

下の浅層地質タイプの定義に基づいてA～1の9種類に

大きく統合したものであり，液状化跡が発見された27地

点についても15例が示されている．

タイプA：

タイプB二

一lmまたは一2mが泥で，不透水層をなし，

密閉の役割をなしている．一1mが泥のとき

は一3m・一5mのどちらかが泥．一5mは
泥か泥炭．液状化は泥に挟まれた砂の薄層で

発生する．

一l　mまたは一2mが泥で，不透水層をなし

ている．一1mが泥で一2mが砂・礫のとき

は一3mが泥，一5mは砂．

ただし，泥炭で砂や泥が卓越する場合には泥とする．

　上述した6種類の堆積物は，崩積土と支笏火山噴出物

を礫がち堆積物であると見なせば，泥・砂・礫がち堆積

物と泥炭の4種類に大別できる．第4図は，第2表に基

づいて羽坂ほか（1997）の浅層地質タイプに修正を加

え，模式図に示したものである．

　第1・2表によれば，液状化跡の確認地点数はタイプ

AがlO，タイプBが9，タイプCが7と多く，タイプD

が1と少ない．一方，タイプE・F及びG－1の地域で
は，その確認地点数はOである．

　3．2浅層地質類型図の概要

　村瀬ほか（1991）の地盤図4枚を重ね合わせ，第2表

に基づいて浅層地質のタイプを9種類に区分したものが

付図である．ただし，掘削工事などによって浅層地質が

確認できた地点の中で，浅層地質タイプの区分と大きく

異なる一部の地域については，タイプを変更し表現して

ある．

　この付図には，液状化跡の確認された地点（第1

表），液状化跡が認められなかった地点（第3表）の位

置がそれぞれ示される．さらに，村瀬ほか（1991）によ

るA－A’地質断面図（地点25，27，16，3付近を通

過）とB－B’地質断面図（地点26，21付近を通過）に

本類型図に基づく浅層地質タイプが併記されている．

　付図によれば，その南部にタイプF及びDが，西北部

にタイプEが多く，東部にタイプGが広く分布する．中

央部にはタイプA－C（特にタイプA）がより一層広く

分布するが，それは西北部を砂州・砂丘に限られた潟湖

が4，000－2，000年前に発達していた（大丸，1989）こと

と密接に関係する．

　さらに，茨戸川南側（地点22の北1km付近）で砂が

ち堆積物のタイプEが分布するのは，更新世末期の下部

砂礫層基底深度の高まり（大嶋ほか，1978〉が発達する

ためであろう．なお，本図に使用した村瀬ほか（1991）

の地盤図は，1985年以前に取得された試錐及び地耐力調
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第2図　豊平川扇状地と下流氾濫原の地形分類図〔大丸（1989）の加筆修正〕。

1．後背湿地　　2．自然堤防　　3．更新世末期の扇状地　　4．崖錐及び緩斜面

5．更新世末期の火山灰に覆われた台地　　6．基盤岩からなる山地・丘陵

7．河道及び旧河道　　8．露頭観察地点　　9．舌状地形　　10．地質断面（第3図）の位置

11．液状化跡観察地点　完新世扇状地（札幌面）の地形をl　m間隔の等高線で表わす．ただし，札幌面の西

縁においては等高線資料が一部欠けている．

Fig。2　Geomorphological　map　of　Toyohira　River　alluvial　fan　and　distal　floodplain，Modified　from　Daimaru
（1989）．

1．back　swamp　2．natural　levee　3．Latest　Pleistocene　alluvial　fan　4．talus　an（1gentle　slope　5．Late　Pleis－

tocene　hilly　lands　covere口by　volcanic　ash　6．mountains　and　hilly　lands　consisting　of　bedrock　7．river

channel　an（1aban（ione（i　channel　8．observe（i　trench　sites　9．10be　IO．position　of　geological　section　（Fig．

3）　11．observed　fossil　liquefaction　site．Contours　（interval　l　m）display　the　Holocene　fan　surface　（Sap－

poro　Surface）of　the　Toyohira　River，Contours　are　lacking　in　parts　of　the　westem　fringe　of　the　Sapporo

Surface．

査資料に基づいて作成されたものであり，地盤地質の資

料はそれ以降大幅に増加していることが予想される．

　ところで第2・3表には，液状化跡が認められなかっ

た地点（C－Y）における浅層地質タイプが示されてい

る．それによれば，タイプBが2，タイプCが3，Fが

2と少ないのに対し，タイプDが9，Eが7と多い．一

方，タイプAの地域では，液状化跡が認められない地点

はこれまでに報告されていない．

　以上の液状化跡の確認地点数と液状化跡が認められな

かった地点数から，浅層地質タイプは大きく三つに区分

されるであろう．すなわち，液状化跡が多く，それが認

められなかった地点が少ないのがタイプA－C，逆に，

液状化跡が少なく，．それが認められなかった地点が多い

のがタイプD－Fである．一方，液状化跡の存否が不明

の状態なのがタイプG－1である．付図にはこれら3グ

ループの区分が示されている．
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第3図　豊平川扇状地礫層と周辺の沖積層との関係（大丸，
1989）．

1．完新世の扇状地礫層　　2．更新世の扇状地礫層

3．砂層　　4．泥層　　LG：下部砂礫層　　LS：下部砂層

MM：中部泥層　　US：上部砂層　　UM：上部泥層
断面の位置は第2図に示す．

Fig．3　Relationship　between　Toyohira　River　alluvial　fan
gravel　an（l　distal　alluvial（leposit（Daimaru，1989）．

1、Holocene　fan　gravel　2。Pleistocene　fan　gravel

3．san（玉layer　　4．mud　layer

LG：Lower　sand　and　gravel　layer

LS：Lower　sand　layer　MM：Middle　mud　layer

US：UpPer　sand　layFer　UM：UpPer　mud　layer
Location　of　sections　are（iisplaye（i　in　Fig．2，

四topsoH

口sand
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浅層地質タイプ．

Subsurface　geologic　types．

4．ま　と　め

　札幌付近では，1990年以降の遺跡発掘調査などに伴っ

て液状化跡である砂脈と噴砂丘の確認件数が急増し，現

在までに27地点に達している．液状化跡の確認地点にお

ける深度5mまでの浅層地質は，その上半部が泥層，下

半部が砂層ないし砂礫層からなると言う共通した地質条

件が確認された（羽坂ほか，1997）．

　そこで，浅層地質を第4図に示すタイプA－1に分類

し，村瀬ほか（1991）の図示範囲について浅層地質類型

図を作成した．本図の特徴は以下のように要約される．

　泥がち堆積物に富むタイプA－Cの地域では液状化跡

の確認地点が多く，液状化跡が認められなかった地点が

少ない．逆に，砂がち堆積物や礫がち堆積物に富むタイ

プD－Fの地域では液状化跡が認られなかった地点が多

く，液状化跡の確認地点が少ない．一方，泥炭に富むタ

イプG－1の地域では，液状化跡の存否に関する資料が

ない状態である．

　ただし，タイプD－Fの地域には液状化現象が発生し

ない場合と，発生してもその痕跡の検出が困難な場合が

あることを考慮する必要があろう．
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第2表　浅層堆積物の組み合わせと浅層地質タイプ．組み合わせにおいて，6桁の最初の2桁の数字は液状
化跡確認地点の番号，4桁の数字の前のアルファベットは液状化跡が認められなかった地点．

Table2　Variation　in　subsurface　deposit　sets　grouped　into　nine　types．The　first　two　digits　of　six　di望t　data

and　the　alphabet　in　the　case　of　four　digit　data　show　the　site　number　of　confirmed　liquefaction　trace　and　thεlt

with　no　observed　liquefaction，respectively．

A B C D E F G H 1
2323 1312 1311 5335 R3111 2122 4232 S1111 4666 2443 2436 4411
2333 1322 1315 5351 3112 2213 4234 1112 5111 2444 244．6 4421

2334 1332 1321 5355 3116 2221 4242 1113 5551 3424 3441 4422
2343 2312 1331 6311 3121 C2222 4252 1121 5655 3444 3442 4426
2363 212322 2311 6316 3122 D2222 4262 1122 611篭 4233 3446 4452

3れ3 222322 2321 6321 3144 E2222 4263 1131 6113 4243 4242 4461

3123 2326 082331 6326 3161 F2222 4622 1132 6116 4244． 4246 4466
3213 2332 2336 6331 Q3211 G2222 6222 1211 6131 4413 4431

153223 2342 2341 6336 32摩2H2222 6223 1212 6161 4423 4432
103233 2362 2346 6346 3216 五2222 6232 1221 6163 颯24 4436

3234 3132 2366 6361 M3221 2223 6233 1231 6166 4433 4441

3243 3232 3131 6364 N3221 2224 6262 1233 6211 4434 4442
3263 3312 063231 6366 P3221 2226 6422 2111 6212 4443 4446
3313 243322 3236 253222 2231 6423 2112 6213 4444 4642

143323 263322 013311 」3222 2232 6426 2113 6216 4463 6436
3324 3326 3315 K3222 2233 6432 2116 W6226 4464 6442

073333 023332 3316 L3222 2234 6633 2121 6261 4644 6446
113333 203332 043321 Y3222 2236 2126 6263 6334
123333 233332 053321 3226 2242 2131 6266 6433
133333 273332 3326 3242 2243 2141 6416 6443
173333 U3332 033331 3244 2244 2161 6436 6444
183333 X3332 093331 3246 2246 2211 6461

193334 3342 T3331 3252 2263 2216 6463
3343 3352 3336 3261 2421 2261 6464
3344 3362 334唾 3262 2422 2266 6466
3363 3432 3346 3266 2423 2461 6611

3423 4312 3351 3411 2424 2464 6612
3433 164322 3355 3421 2426 2466 6616
3434 4332 V3361 3422 2431 2611 6621
3443 4342 3364 3426 2432 2626 6622
3623 4345 3366 3452 2433 2631 6623
3633 4352 3431 3462 2434 2662 6626
3663 4362 3436 3464 2436 2663 6631
4313 63重2 3631 3466 2442 2666 6632
4323 6322 3636 3555 2446 3411 6633
4324 6332 3655 3611 2622 4111 6634
4333 6362 4311 3616 2633 4116 6636
4334 04321 3621 4122 4121 6642
4343 4326 3622 4132 4166 6644
4344 4331 3626 42篭2 4211 6646
4363 4336 3661 4213 4266 6661

5353 4341 3662 4221 4611 6662
6313 4346 3664 4222 462で 6663
6333 4364 3666 4223 4626 6664
6334 4366 4224 4636 6666
6344 5311 4226 4662
6363 5315 4231 4664

1，gravel－rich　deposit

2．sand－rich　deposit

3．muddy　deposit
4．peat

5．co”uvial　soil

6．volcanic　ash　deposit site　number

　　　　C2222
　　　　014312

一1　　　－2　　　－3　　－5m
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第3表液状化跡が認められなかった露頭及び遺跡一覧。
Table3　List　of　outcrop　and　ruins　with　no　observed　liquefaction　trace　in　the　area．

Alphabet Site しiterature　and　surveyor Type　based　on

attached　map

Remarks

C south　of　Kami－shinoro　tomb Authors E natural　levee　consistin　of　sand

D Hokkaido且shikari　Hi　h　Schoo匪 Board　of　Education，Hokkaido（1978） E
E Shimi　Ruins BETI（1979） E
F di廿o ditto E
G di廿o di廿o E
H ditto di廿o E
【 Mom”i　ama　Ruins　No．43 BET耳（1974） E sand　dune

J Mom”i　ama　Ruins鑓o．25A BET亙（1968） D sand　dune

K Mom”i　ama　Ruins　No．25B BET瓢（1968） D sand　du“e

L Momioi　ama　Ruins　No．33 BET置（19681璽984） D
納 K483Ruins BECS（1988） D small　river　channel

脳 K482Ruins BECS（1988） D Sma”riVer　Channel

0 N156Ruins Authors C sand　dune

P N309Ruins BECS（1975） D
Q N293Ruins BECS（1974c） D
R 閥295Ruins BECS（1987b） ，D

S N175Ruins BECS（1996b） F
T N162Ruins BECS（1974b） C LateSt　PleiStOCene．fan

u N154Ruins BECS（1974a） B Latest　Pleistocene　fan

V Shoroishi　Shrine　Ruins BECS（1973） C Latest　Pleistocene　fan

W S354Ruins BECS（1982） F
X K36Ruins BECS（1979） B Sma”SiZe　Of　eXCaVatiOn

Y K446Ruins BECS1987c D

BE’『耳and　BECS　stand　for　the　Board　of　Education，圏『own　of亙sikari　and

the　Board　of　Education，City　of　SapPoro　respectively．
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